
 

 

 

 

 

１ 趣旨 

  人事院規則９－２４（通勤手当）の一部改正を踏まえ、月の途中で採用された

職員に対し、採用日等から通勤手当を支給することができるようにする等、通勤

手当の支給等に係る規定に関して所要の措置を講ずるため、愛知県後期高齢者医

療広域連合職員の給与の支給等に関する規則の一部を改正するもの。 

 

２ 主な改正の概要 

⑴ 新たに通勤手当の支給要件を具備した職員への通勤手当の支給開始の月 

   採用等、新たに支給要件を具備することとなった日の属する月から開始する

ものとする。（第 25 条第２項、第６項及び第 26 条第１項関係） 

 

 ⑵ 通勤手当の額を変更する場合の支給開始の月 

月の途中に異動等により通勤手当の額が変更になった職員の通勤手当につい 

て、額変更前と額変更後を比較して額変更後が高額となる場合には、異動等の

月から額を変更する。（第 26 条第２項関係） 

※通勤手当の額を減額して改定する場合及び改定後の額が同額である場合には、

従来通り、変更等の事実が生じた日の属する月の翌月から支給単位期間を開始

する。 

 

 ⑶ 月の途中に休職等となった者の通勤手当の再開の月 

   月の中途において休職・派遣等となった場合には、支給単位期間は、その後

復職等をした日の属する月から開始する。（第 27 条の３第２項関係） 

 

 ⑷ 通勤手当の返納事由が生じた場合の返納額 

現行の規定に加え、通勤手当を増額して改定する場合又は事実発生日が月に

２以上ありその改定の事実が生じた日の属する月から支給額が改定される場合

で、当該改定月が改定前の通勤手当の額の支給単位期間に係る最初の月である

ときには、既に支給された当該事由に係る改定前の通勤手当の額（変更事由に

係る支給済みの手当額を全額）を返納させるものとする。（第 27 条第２項関係） 

 

 ⑸ その他、所要の規定の整備を行う。 

愛知県後期高齢者医療広域連合職員の給与の支給等に関する規則の一部を

改正する規則の制定について 



３ 施行期日等 

公布日から施行し、令和８年 10 月１日から適用する。 

 

４ 経過措置 

  令和８年９月２日から同月 30 日までの間に、①職員に新たに通勤手当の支給

要件が具備された場合、②通勤手当の額を変更すべき事実が生じた場合、③月の

途中に２以上の月にわたって休職等をした職員が、この期間中に復職し、若しく

は職務に復帰した場合には、通勤手当に係る支給単位期間は、同年 10 月から開始

する。 


